
第214号 （４）鎌 ケ 谷 市 議 会 だ よ り

各
会
派
の
代
表
者
が
市
長
の
提
出 

議
案
に
対
し
て
、
質
疑
し
ま
し
た

議
案
に
対
す
る
質
疑

議
案
に
対
す
る
質
疑

令和８年５月15日

（お知らせ）次の議会だよりは、８月15日（土）発行予定です

　　　

　　

　　　　　

　　

　　　

　　　　 　

　　　 　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政

友

会
森
谷
　
　
宏

公

明

党
富
田
　
信
恵

○
議
案
第
５
号

問　

条
例
改
正
の
概
要
と
経
緯
、

並
び
に
手
数
料
を
減
額
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
伴
う
事
業
費
と
効
果

を
伺
い
ま
す
。

答　

物
価
高
騰
対
策
等
を
図
る
た

め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
住
民

票
の
写
し
な
ど
を
取
得
す
る
際
、

そ
の
手
数
料
を
令
和
８
年
６
月
か

ら
同
年
12
月
31
日
ま
で
の
期
間
中

10
円
に
減
額
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
う
も
の
で
す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
事
業
費
と
し

て
、
歳
出
は
コ
ン
ビ
ニ
交
付
設
定

業
務
委
託
19
万
８
千
円
と
な
り
、

歳
入
は
手
数
料
を
減
額
す
る
た
め

に
合
計
１
千
173
万
７
千
280
円
の
減

収
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促
進
、

コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
利
用
促
進
、
利

用
者
の
負
担
軽
減
、
市
役
所
窓
口

の
混
雑
緩
和
が
効
果
と
し
て
期
待

さ
れ
ま
す
。

○
議
案
第
８
号

問　

条
例
改
正
の
概
要
と
経
緯
、

ま
た
、
夏
休
み
の
保
護
者
負
担
額

が
高
い
理
由
と
１
名
当
た
り
の
お

や
つ
代
及
び
総
額
を
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
８
年
８
月
１
日
か
ら
、

保
護
者
負
担
金
を
月
額
８
千
円
か

ら
８
千
400
円
に
、
夏
休
み
期
間
に

当
た
る
８
月
の
み
、
月
額
１
万
２

千
円
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

保
護
者
負
担
金
は
、
市
が
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
開
始
し

た
平
成
15
年
度
か
ら
一
度
も
改
正

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
共
働

き
世
帯
の
増
加
等
に
よ
り
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
受
入
れ
児
童
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
支

援
員
等
の
人
件
費
な
ど
ク
ラ
ブ
運

営
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
が
示
す
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
受
益
者
負
担
割
合
で

は
、
保
護
者
２
分
の
１
、
残
り
を

国
、
県
、
市
で
３
分
の
１
ず
つ
公

費
負
担
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
市
の
令
和
６
年
度
決
算

ベ
ー
ス
に
係
る
保
護
者
負
担
の
割

合
は
33
・
４
％
で
、国
が
示
す
負
担

割
合
よ
り
低
く
、
そ
の
超
過
分
を

公
費
負
担
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
た

め
改
正
し
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
休
み
の
保
護
者
負
担

金
の
額
が
高
い
理
由
は
、
通
常
の

放
課
後
に
お
け
る
開
所
時
間
は
４

時
間
程
度
で
す
が
、
夏
休
み
に
当

た
る
８
月
は
午
前
８
時
か
ら
午
後

７
時
ま
で
の
11
時
間
と
長
く
開
所

す
る
こ
と
に
加
え
、
夏
休
み
の
み

の
入
所
も
多
く
、
人
件
費
な
ど
の

運
営
費
が
高
く
な
る
た
め
で
す
。

　

お
や
つ
の
提
供
を
希
望
す
る
場

合
、
保
護
者
負
担
金
と
は
別
に
月

額
１
千
600
円
を
実
費
徴
収
し
て
お

り
、
そ
の
総
額
は
令
和
６
年
度
決

算
で
約
１
千
500
万
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
令
和
８
年
度
分
の
お
や
つ

代
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る
子
育
て

世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、

国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
で

無
償
化
と
な
り

児
童
１
名
当
た

り
年
間
１
万
９

千
200
円
の
負
担

軽
減
と
な
り
ま

す
。

○
議
案
第
９
号

問　

鎌
ケ
谷
市
ひ
と
り
親
家
庭
等

援
護
支
度
金
事
業
は
、
市
独
自
の

制
度
と
し
て
54
年
間
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
の
成
果
及
び
国
の

施
策
と
の
違
い
を
伺
い
ま
す
。

答　

こ
の
制
度
は
、
入
学
と
い
う

節
目
に
経
済
的
な
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
申
請
時
に
お
い
て
入
学

に
関
す
る
就
学
援
助
制
度
や
貸
付

制
度
の
相
談
も
併
せ
て
対
応
す
る

も
の
で
あ
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

支
援
に
お
い
て
一
定
の
成
果
が
あ

っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
支
度
金
は
用
途
を
限
定

せ
ず
現
金
支
給
す
る
も
の
で
、
財

源
の
全
て
は
市
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

　

一
方
、
国
が
新
た
に
創
設
し
た

子
ど
も
の
大
学
等
受
験
料
支
援
事

業
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
加
え
て

新
た
に
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
子

育
て
家
庭
を
対
象
に
拡
充
す
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
の
大
学
等
へ
の

進
学
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後

押
し
す
る
た
め
、
大
学
等
の
受
験

料
を
対
象
に
助
成
す
る
も
の
で
、

国
と
県
か
ら
合
わ
せ
て
４
分
の
３

の
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国

の
新
た
な
事
業
は
、
子
ど
も
に
対

す
る
学
習
支

援
を
強
化
す

る
た
め
に
実

施
す
る
も
の

で
す
。

立

憲

民

主

党
河
内
　
一
朗

〇
議
案
第
10
号

問　

条
例
改
正
の
概
要
を
伺
い
ま

す
。

答　

主
な
改
正
の
１
点
目
は
、
令

和
７
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、

給
与
収
入
が
190
万
円
以
下
の
者
の

給
与
所
得
控
除
が
55
万
円
か
ら
65

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が

介
護
保
険
料
に
影
響
が
生
じ
な
い

よ
う
、
介
護
保
険
料
算
定
の
特
例

を
設
け
る
も
の
で
す
。
２
点
目
は

介
護
保
険
料
の
減
免
申
請
の
提
出

期
限
は
、
普
通
徴
収
の
場
合
は
納

付
期
限
前
７
日
ま
で
、
特
別
徴
収

の
場
合
は
支
払
い
に
係
る
月
の

前
々
月
の
15
日
前
ま
で
と
定
め
て

い
ま
す
が
、
被
保
険
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
納
付
期
限

の
前
ま
で
延
長
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
14
号

問　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
通

学
路
整
備
等
に
活
用
す
る
理
由
を

伺
い
ま
す
。

答　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

市
外
の
企
業
が
寄
附
を
通
じ
て
地

方
公
共
団
体
の
行
う
地
方
創
生
の

取
組
を
応
援
し
た
場
合
に
税
制
上

の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
仕
組

み
で
、
国
が
認
め
る
地
域
再
生
計

画
に
掲
げ
る
事
業
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
市
で
は
、
鎌
ケ
谷
市
第
２

期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推

進
計
画
に
掲
げ
る
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
防
災
、
減
災
の
ま

ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
を
み
ん
な
で
応
援

す
る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

人
が
集
い
、
住
み
た
い
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
該

当
し
て
お
り
、
今
回
、
２
社
か
ら

合
計
115
万
円
の
寄
附
が
あ
っ
た
際

に
は
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
み
ん

な
で
応
援
す
る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
取
組
を
応
援
し
た
い

と
の
意
向
が
あ
っ
た
た
め
、
児
童

生
徒
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
活
用
す

る
も
の
で
す
。

※審議の詳細な内容については、６月上旬に市議会ホームページに掲載される会議録をご覧ください。

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　

令
和
８
年
度
鎌
ケ
谷
市
一
般
会

計
、
３
特
別
会
計
及
び
１
事
業
会

計
予
算
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
の
主
な
審

査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総　

括
〉

問　

市
長
は
２
期
目
の
最
初
の
予

算
編
成
に
ど
の
よ
う
な
思
い
で
臨

ん
だ
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

ま
ち
づ
く
り
が
飛
躍
的
に
進

み
、
さ
ら
な
る
発
展
期
を
迎
え
る

今
、
確
か
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
な

が
ら
鎌
ケ
谷
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

加
速
化
さ
せ
る
た
め
、
変
革
と
挑

戦
を
続
け
る
こ
と
で
、
あ
り
た
い

未
来
を
つ
か
む
と
い
う
強
い
決
意

を
持
っ
て
編
成
し
ま
し
た
。

問　

財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す

中
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
た
め
、
特
に
配
慮
し
た
点
を
伺

い
ま
す
。

答　

小
学
校
全
学
年
及
び
中
学
校

１
年
生
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化

や
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
分
館

の
整
備
な
ど
の
子
育
て
世
代
へ
の

支
援
の
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
５
つ

の
政
策
と
し
て
、
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
へ
の
対
応
、
産
後

ケ
ア
業
務
委
託
の
拡
充
、
校
内
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員
の
拡
充
、

骨
粗
鬆
症
検
診
の
実
施
や
消
防
団

準
中
型
免
許
取
得
費
補
助
金
の
創

設
な
ど
に
配
慮
し
、
可
能
な
限
り

予
算
計
上
し
ま
し
た
。

〈
歳　

出
〉

問　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
係
る
上
水
道
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
上
水
道
配
水

管
布
設
の
対
象
件
数
と
整
備
に
向

け
た
実
施
計
画
を
伺
い
ま
す
。

答　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
た
地

区
に
お
い
て
、
千
葉
県
の
補
助
で

あ
る
負
担
軽
減
措
置
制
度
を
活
用

し
て
上
水
道
の
配
水
管
布
設
を
計

画
し
て
い
ま
す
が
、
未
布
設
者
に

希
望
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
92
件

が
本
事
業
の
対
象
と
な
る
見
込
み

で
す
。

　

ま
た
、
上
水
道
布
設
の
実
施
に

は
複
数
年
を
費
や
す
た
め
、
現
在

は
第
１
次
計
画
と
し
て
千
葉
県
企

業
局
へ
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
詳
細
設
計
の
完
了
後
、

工
事
着
手
と
な
り
、
着
工
時
期
は

令
和
８
年
12
月
か
ら
令
和
９
年
１

月
頃
の
見
込
み
と
同
局
か
ら
説
明

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
第
２
次
計
画
及
び
第
３

次
計
画
の
作
成
を
平
行
し
て
行
い
、

令
和
８
年
度
中
に
第
２
次
計
画
書

を
提
出
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

問　

道
路
維
持
・
補
修
事
業
に
つ

い
て
、
増
額
の
理
由
を
伺
い
ま
す
。 

答　

南
部
小
学
校
付
近
の
市
道
３

８
１
２
号
線
に
お
い
て
、
老
朽
化

し
た
ポ
ン
プ
施
設
の
更
新
を
行
う

た
め
の
道
路
排
水
施
設
改
修
設
計

委
託
と
、
道
野
辺
小
学
校
及
び
第

二
中
学
校
の
通
学
路
で
あ
る
市
道

４
７
０
９
号
線
の
舗
装
打
ち
替
え

工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員

委 

員 

長

勝　

又　
　
　

勝

副
委
員
長

泉　

川　

洋　

二

委　
　

員

伊　

福　

幸　

一

委　
　

員

寺　

本　

真　

理

委　
　

員

後　

関　

俊　

一

委　
　

員

葛　

山　

繁　

隆

委　
　

員

津
久
井　

清　

氏

委　
　

員

小　

易　

和　

彦

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果

議案第１号 鎌ケ谷市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例
の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第２号 鎌ケ谷市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第３号 鎌ケ谷市税条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
議案第４号 鎌ケ谷市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
議案第５号 鎌ケ谷市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
議案第６号 鎌ケ谷市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 賛成多数

議案第７号 鎌ケ谷市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第８号 鎌ケ谷市放課後児童健全育成事業の実施に関する条例の一部を
改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第９号 鎌ケ谷市ひとり親家庭等援護支度金支給条例を廃止する条例の
制定について 原案可決 賛成多数

議案第10号 鎌ケ谷市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第11号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理
に関する条例の制定について 原案可決 全会一致

議案第12号 鎌ケ谷市スポーツ施設誘致条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
議案第13号 鎌ケ谷市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
議案第14号 令和７年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第10号） 原案可決 全会一致

議案番号等 件　　　　　　　名 審議結果
議案第15号 令和７年度鎌ケ谷市介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決 全会一致
議案第16号 令和７年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原案可決 全会一致
議案第17号 令和８年度鎌ケ谷市一般会計予算 原案可決 賛成多数
議案第18号 令和８年度鎌ケ谷市国民健康保険特別会計予算 原案可決 賛成多数
議案第19号 令和８年度鎌ケ谷市介護保険特別会計予算 原案可決 全会一致
議案第20号 令和８年度鎌ケ谷市後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 全会一致
議案第21号 令和８年度鎌ケ谷市下水道事業会計予算 原案可決 全会一致
議案第22号 総合福祉保健センター分館整備事業請負変更契約の締結について 同　　意 全会一致
議案第23号 （仮称）緑道公園整備工事請負変更契約の締結について 同　　意 賛成多数
議案第24号 鎌ケ谷市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決 全会一致
議案第25号 令和７年度鎌ケ谷市一般会計補正予算（第11号） 原案可決 全会一致
同意案第１号 監査委員の選任について 同　　意 全会一致
同意案第２号 教育委員会委員の任命について 同　　意 全会一致
同意案第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意 全会一致
同意案第４号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意 全会一致
同意案第５号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同　　意 全会一致
諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適　　任 全会一致

発議案第１号 アメリカ合衆国及びイスラエルによるイランへの攻撃中止と中東
地域の即時停戦を求める意見書 原案可決 全会一致

令和８年３月会議の審議結果一覧


